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幼児とその保護者における身体活動の関連についての研究
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Abstract

Inthisresearch,ourpurposeshallbetoobtainsomeindicationsfortheimprovementofphysical

activitiesinyoungchildren,byinvestigatingtherelationshipbetweentheyoungchildandhis/her

parentintermsoftheirphysicalactivities.Wehaveusedthemethodtomeasurethephysicalactivi-

tiesoftheyoungchildandhis/herparentbyusingasmallaccelerometer,andhaveanalyzedtheir

physicalactivitieswhilebeingcomplementedbythesurveyoftheirlivingpa仕ern.¶leaccelerome-

terusedinthisresearchistheLifecorderGSwhichhasbeenmanufacturedbyKensCo.

Accordingtothisresearch,ithasbecomeclearthatthestructureofafamilyandthefrequencyfor

youngchildrentoexercisehavebeenaffectingthephysicalactivitiesforyoungchildrenwhenthey

arenotgoingtoschool.Also,wehavediscoveredthatthereisarelationshipbetweenthephysical

activityofmotherandthephysicalactivityofheryoungchildren.¶lerefore,asmentionedabove,

ithasbeenestimatedthatthephysicalactivityofyoungchildrenhasbeenaffectedbytheirmother.

Especially,ithasbeenillustratedthatthesufflCientphysicalactivitywhichthemotherwillperform

onholidaysshallresultinthesufflCientphysicalactivitywhichheryoungchildrenwillperform.

1.は じ め に

毎年実施されている児童生徒を対象とした体力 ･運動能力調査によれば,ここ数年でようや

く下げ止まりを見せたものの,わが国の児童生徒の体力 ･運動能力は昭和60年代から低下の一

途を辿っている｡ その原因としては,住環境の変化やゲーム ･メディアの普及による身体活動

そのものの減少が指摘されている (今西ら,2010)｡ 社会的な関心事ともなったこの間題であ

るが,就学前の子どもについては,運動能力全国調査4-6歳児の運動能力の結果においても
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動作発達や運動能力に低下がみられる (Sugiharaetal,2006)｡ 基本的運動 (fundamentalmove-

ment)はヒトが獲得しうる多種多様な運動の基本形態 (宮丸,1984)である｡ 体力科学セン

ター (1980)は,幼児が就学前に獲得する84種の基本的動作を挙げているが,2007年の幼児 (3

歳児～5歳児)は1985年の同年齢の幼児に比べ,幼児期の日常の生活の中で獲得される基本的

運動動作において低い発達段階にとどまっていることが明らかになっている｡ また,動作の多

様性の獲得においても,男女ともすべての年齢で顕著な低下を示し,基本的な動作の同時遂行

による ｢運動組合せ｣についても低下が示された (中村,2008)｡

このように子どもの体力低下が議論される中,幼児の日常生活に目を向けると,どのような

活動にも身体活動を伴っており,身体活動は幼児の生活そのものといえる｡ 幼児期の身体活動

が重視される背景には,3歳から7歳にかけて動作形態の多様な自由処理能力が著しく拡大発

達するといわれていることが挙げられる (マイネル,1980)｡ また,Yardley(1974)は,人生

の早い時期の動きの経験の質が,その人の全学習の質を決定してしまうと述べ,Cureton(1985)

は,幼児期における運動活動の習慣化への失敗が ｢SedentaryChild(定座性の子ども)｣を生

むと述べるように,幼児期の運動経験および運動能力は長期的な視点で発達を捉えた際に,体

力面や健康面同様,またはそれ以上に大きな意義を持つ｡さらに幼児期の身体活動は,運動能

力や体力を向上させるだけではなく,脳の発達や精神心理面での発達にも深く関係しているこ

とが知られている (小林,2005)｡ これについては平成20年改訂の保育所保育指針ならびに幼

稚園教育要領において,日常的な遊びや運動遊びなどを通して身体活動に対する意欲が育成さ

れることが強調されている (文部科学省,2008;厚生労働省,2008)ことからもこのことが伺

えよう｡

そのような中,幼児の生活は保護者依存的であることから保護者の影響が大きいことが報告

されている｡ 例えば松村 (1994)は,母親が子どもの生活時間を規制する意思をもっている際,

子どもの生活リズムは規則正しいものとなることを明らかにしている｡ また,矢野ら (2007)

は,母親の睡眠行動と子どもの睡眠行動が関連することを明らかにした上で,親子の心身の健

康のために母親-の生活リズムの情報提供が必要なことを指摘している｡ さらに,池畑ら

(1999)は,健康的な生活習慣を心がけている母親には運動の習慣がある母親が多く,そのよ

うな子どもは運動遊びを積極的に行っていることを報告している｡ 身体活動についても同様に,

子どものと保護者の関連性から,運動に肯定的である保護者の子どもは同様に運動に対する肯

定的な感情を持っていることや,父親と遊ぶ機会が多い子どもの運動能力は,そうでない子ど

もと比較して高い (例えば栗原ら,2002;馬場,2009)とされる｡ 以上の先行研究を踏まえれ

ば,幼児の身体活動について考える際,生活の中で親子のコミュニケーションを通して楽しみ

ながらバリエーションのある遊びを行うことで,身体活動量を向上させていくことが考えられ
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る｡ しかしこれらの研究では,保護者-の質問紙調査をもとに検討がなされている｡ 幼児の生

活について明らかにしようとする時,保護者からみた幼児の実態という側面に限らず,幼児の

生活そのものに密着して収集したデータを用いて身体活動を検討することが必要不可欠である｡

さらに,保護者との関連を念頭に置くならば,保護者についても同様に結果に基づいた検討結

果が示される必要があるだろう｡

そこで本研究では,身体活動の減少が懸念されながらも統計的な資料の蓄積が十分になされ

ていないわが国の幼児において,保護者の身体活動が幼児の身体活動とどのように関連するか

について生活記録計を用いて検討する｡ それを踏まえ,幼児の身体活動に対する示唆を得るこ

とを目的とする｡

2.万

保護者と幼児の身体活動に関するデータを生活に密着して収集するためには,身体活動の測

定中に対象者の身体活動を制限せずに測定する必要がある｡ そこで本研究では,幼児の身体活

動の計測が報告されている (大川ら,2001;塩見ら,2004)小型加速度計を用いて,保護者と

幼児の身体活動を生活に密着して測定する｡ 使用する加速度計は,Kenz社製 LifecorderGSで

ある｡

調査対象は,F県の保育所に通う幼児15名とその保護者15名である｡ 保育所の所長に調査の

趣旨を説明し,保護者に説明してもらい,その内調査協力の意思を示した15組の親子を対象と

した｡保護者は15組とも母親 (以下,母親と記載)であった｡調査期間は1週間で,起床後

LifecorderGSを腰部に装着し,水泳,入浴,就寝時を除いて装着し続けてもらった｡また,母

親には子どもと自身の運動に関するアンケートを合わせて行った｡1週間の計測中,機器の一

つが不具合を示したため,その機器を使用していた1組の親子は分析の対象としなかった｡身

体活動の分析にはLifecorderGS用解析ソフトLifelyzerO5Coachを使用し,期間中の身体活動

量,活動時間,消費カロリー,運動強度の側面から検討した｡統計処理にはSPSS12.0Jfor

Windowsを使用した｡調査は2010年7月であった｡

3.結 果 と 考 察

i) 母親の年齢と身体活動

本研究で対象となった母親の内訳を図1に示す｡25-29歳の母親は4人で,30-34歳の母親

は2人,35-39歳の母親は5人,40歳代の母親が3人であった｡それぞれの年齢段階の母親の
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図 1 母親の年齢
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9歳口40歳代

llH I 沙 織 表 1 母親の年齢と休日の活動時間

(分)年齢

25-29

歳30-34

歳35-

39歳40歳代 n 平均

値 SD4 116･1-;*

* 61･02

131.35

227.83

482.814 236.8

185.

656.9

187.8

173.6*:♪<.05

**:♪<.01休日の活動時間について表1に示す｡ここでいう清動時間とは,身体活動の内,

1Mets以上の運動強度を伴う身体活動のことであるO各年齢段階の母親の休日における身

体活動時間の平均値の差の検定を行ったところ,1%水準で有意差が得られた｡)また,多重比較を行

った結果,40歳代の母親の活動時間が他の年齢段階の母親と比較して有意に長いことが明

らかとなった｡加えて,表2から分かるように,40歳代の母親は速歩運動程度の運動強度の身

体活動をしている時間が長く,他の年齢階層に比べ意識的に身体活動をしていることが推察さ

れる｡一方で,母親の年齢と子どもの身体活動については関連が認め

られなかった(〕表 2 年齢段階別にみた母親の休日の運動強度測定度数

n

歩行運動度数 25-29
歳

30-34
歳

35-39
歳

40歳代速歩運動度数 25-29歳
30-34歳
35-39歳

40歳代高強度運動度数 25-29歳
30-34歳
35-39歳
40歳代 0

000042534｢~⊥

0
0
0
0

0

4
2
5
3

41

0
0
0
0

4
2
5
3

平均植SD

2413
.
3687
.
7
1139
.
51167
.
4
2858
.
0440
.
0
1677
.
7448
.
2

2232
.
5848
.
4

221
.
3113.
9

242
.
5337
.
3
398
.
495
.
4
683
.
7565
.
9

386
.
6 309.6

00201272

1
2
5

4135.7

61558116

3
3

230.1

ii) 家族構成本研究で対象となった親子の家族構成は3世代以 仁の家族が3組で残りの11組
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た｡家族構成毎の子どもにおける休日の総消費カロリーの差についてT検定を行ったところ,3

世代以上の家族の方が核家族よりも休日の総消費カロリーが有意に高いことが明らかとなった｡

平日の総消費カロリーや運動強度,活動時間等の項目では有意差が認められなかったことから,

激しい運動をする訳ではないが,祖父母世代と一緒に暮らすことで,休日も規則正しい生活を

送ることができると考えられる｡ さらに,核家族では両親が食事の準備をしている時間等は子

どもだけで過ごさなければならないが,3世代以上の家族で暮らすことは,その時間も子ども

が大人と過ごす時間となる｡ これらから,結果として子どもの休日の身体活動を誘発すること

になり,総消費カロリーが高くなることが推測される｡

表 3 子どもの休日の総消費カロリー

家族構成 n 平均値 sD

核家族 11

3世代以上 3

14 1179.0 98.7

*:♪<.05

iii) 子どもの運動遊びの頻度

子どもの週の運動遊び頻度と,親子の身体活動の関連の結果を表4に示す｡結果から,子ど

もが ｢週5日以上運動遊びをしている｣と答えた母親の休日の身体活動と歩行運動程度の運動

強度の身体活動が,子どもが ｢週に3,4日しか運動遊びをしない｣と答えた母親より有意に

高かった｡さらに有意差こそ得られなかったが,週に2日以下しか子どもが運動遊びをしない

と答えた母親より週5日以上運動遊びをする子どもの方が同項目の平均値が高いこととあわせ

て考えると,週5日以上運動遊びをする子どもの母親は休日の身体活動量が多く,子どもと共

に身体活動を行なっていることが考えられる｡

また,週5日以上運動遊びをしている子どもは,週に3,4日しか運動遊びをしない子ども

に比べ休日の活動時間が有意に長いことが明らかとなった｡同様に,過に5日以上運動遊びを

している子どもは,休日の歩行程度の運動強度の身体活動が週に2日以下しか運動遊びをしな

い子どもより有意に多く,高強度の身体活動については週に2日以下と週に3,4日しか運動

遊びをしない子どもよりも有意に多いことが明らかとなった｡このことから,日常的に運動遊

びをしている子どもはそうでない子どもに比べ,運動する時間も長く,運動の内容も強度が高

いものであると考えることができる｡

さらに,子どもの運動遊びの頻度が関連するのは休日の親子の身体活動だけであった｡つま

り,仕事や保育内容という規制のない状態である休日においても,親子の身体活動を行なう習
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表4 子どもの運動遊びの頻度と親子の身体活動

n 平均値 SD

大人

休日の運動量* 上

日

下

以

4
以

日

I
口
H

5
3
2

週

週

過

6
3
5

23…:…]*
166.9

計 165.9 67.9

休日の活動時間 上

日

下

以

4
以

日

一
日

5
3
2

週

過

週

計 236.8 173.6

休日の歩行運動度数* 週5日以上
週3-4日
週2日以下

……宝…:…]*
2125.4

計 2232.5 848.4

休日の速歩運動度数 上

日

下

以

4
以

目口

一
日

5
3
2

週

週

週

計 386.6 309.6

休日の高強度運動度数 上

日

下

以

4
以

目口

一
日

5
3
2

週

週

週

計 35.7 30.1

子ども

休日の運動量 上

日

下

以

4
以

日

一
口口

5
3
2

週

週

週

6
3
5

計 97.5 31.9

休日の活動時間* 上

日

下

以

4
以

口
H

一
日

5
3
2

週

週

週

…喜…:S]*
477.5

計 543.8 204.6

休日の歩行運動度数* 上

日

下

以

4
以

日

一
口口

5
3
2

過

週

週

計 2617.8 752.1

休日の速歩運動度数 上

日

下

以

4
以

日

一
日

5
3
2

週

過

週

計 648.8 288.7

休日の高強度運動度数* 上

日

下

以

4
以

目口

一
日

5
3
2

週

週

過

152.6
** 63.4
119.7

計 373.5 188.9

*:♪<.05**:♪<.01



幼児とその保護者における身体活動の関連についての研究

慣が確立していれば,子どもの日常的な運動を習慣化できる可能性が示唆された｡
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iv) 母親と子どもの身体活動の相関

ここまで,ある要因に対する母親と子どもの身体活動について検討してきた｡その結果,こ

れらの要因は特に母親と子どもの休日の身体活動に影響を与えていることが明らかとなった｡

そこで,ここでは母親と子どもの身体活動に直接どのような相関関係があるかを検討する｡ 表

5より,母親の休日の活動時間と子どもの休日の活動時間には正の相関が確認できる｡ また,

母親の平日の活動時間と休日の活動時間,子どもの平日の総消費カロリーと休日の総消費カロ

リーにも正の相関が確認できる｡ これらから,母親も子どもも平日体を動かしている人は休日

も体を動かし,平日からあまり活動的でない人は休日もあまり活動的ではないと考えられる｡

その上で,母親の休日の活動時間は子どもの活動時間と相関があることから,日頃から身近な

大人が一定程度の身体活動をすることが重要であると考えられる｡

さらに表6に運動強度についての相関の結果を示す｡結果から,母親の休日の速歩程度の運

動強度の身体活動は,子どもの休日のどの運動強度とも関連があることが明らかとなった｡ま

た,母親の休日における高強度の身体活動は,子どもの休日の歩行程度の運動強度の身体活動

と相関があることが明らかとなった｡このことを活動時間の相関と合わせて考えれば,母親が

どの位の強さでどの位の時間体を動かすかは,子どもがどの位の強さでどの位の時間体を動か

表5 母親と子どもの身体活動についての相関

母親の 母親の 母親の平日 母親の休日 母親の 母親の 子どもの 子どもの 子どもの平 子どもの休 子どもの 子どもの

平日の 休日の の捻消費 の鮒費 平 日の 休日の 平 日の 休日の 日の捻消費 日の怠消費 平 日の 休日の

運動量 運動量 カロリー カロリー 活動時間 活動時間 運動量 運動量 カロリー カロリー 活動時間 活動時間

母親の平日の運動量

母親の休日の運動量

母親の平日の稔消費カロリー

母親の休日の麓消費カロリー

母親の平日の活動時間

母親の休日の活動時間

1.㈱ 0.397

0.397 1.∝×)

0.496 0.(施3

0.197 0.802

0.798 0.466

0.422 0.648

子どもの平日の運動量 J.215

子どもの休日の運動量 J.鵬6

子どもの平日の稔消費カロリー J.376

子どもの休日の稔消費カロリー J.230

子どもの平日の活動時間 J,084

子どもの休日の活動時間 Ij).027

0.496 0.197 0.798

0.063 0.802 0.466

1.000 0.414 0.140

0.414 1.000 0.066

0.140 0.066 1.㈱

A).023 0.355 0.600**
0.289 一刀.076 0.296 0.097

0.368 -0.074 0.374 0.217

10.197 一刀.017 -刀.018｣).274

0.292 0.007 0.492-刀.239

0.482 1).139 0.374 0.242

0.539 1).058 0.547 0.214

0.422 1).215 一刀.066一刀.376 一刀.230 ｣).084 ｣).027

0.648 0.289 0.368-刀.197 0.292 0.482 0.539

lj).023 一刀.076 -刀.074一刀.017 0.007 1).139 lj).058

0.355 0.296 0.3741刀.018 0.492 0.374 0.547

0.600**0.097 0.217J.274 -刀.239 0.242 0.214
1.αX) 0.079 0.508 0.072 0.319 0.107 0.626**
0.079 1.(耕) 0.524 0.561 0.390 0.845 0.397

0.508 0.524 1.0∝) 0.538 0.715 0.287 0.907

0.072 0.561 0.538 1.㈱ 0.718**0.093 0.304
0.319 0.390 0.715 0.718** 1.000 0.020 0.603
0.107 0.845 0.287 0.093 0.020 1.000 0.336
0.626** 0.397 0.907 0.304 0.603 0.336 1.αX)

*:♪<.05 **:♪<.01
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表6 母親と子どもの運動強度についての相関

母親の 母親の 母親の 母親の 母親の 母親の 子どもの 子どもの

平日の 平日の 平日の 休日の 休日の 休日の 平日の 平日の

歩行 速歩 高強度 歩行 速歩 高強度 歩行 速歩

運動度数 運動度数 運動度数 運動度数 運動度数 運動度数 運動度数 運動度数

子どもの 子どもの 子どもの 子どもの

平日の 休日の 休日の 休日の

高強度 歩行 速歩 高強度

運動度数 運動度数 運動度数 運動度数

母親の平日の歩行運動度数 1.000 0.403 0.001 0.585* J.225 -刀.002 0.327 0.243 J.165 0,287 lj).059 lj).142

母親の平日の速歩運動度数 0.403 1.(柵) 0.686** 0.255 0.465 0.476 0.426 0.264 0.179 0.398 0.075 0.051

母親の平日の高強度運動度数 0.001 0.686** 1.(XX) J.147 0.585** 0.365 0.351 0.175 0.167 0.336 0.211 0.174

母親の休日の歩行運動度数 0.585** 0.255 J.147 1.00 0.215 0.454 0.470 0.543* 0.368 0.522 0.410 0.411

母親の休日の速歩運動度数 J.225 0.465 0.585** 0.215 1.000 0.537 0.307 0.300 0.366 0.559* 0.691** 0.705**

母親の休日の高強度運動度数 10.002 0.476 0.365 0.454 0.537 1.(X氾 0.4鵬 0.389 0.388 0.545* 0.334 0.367

子どもの平日の歩行運動度数 0.327 0.426 0.351 0.470 0.307 0.406 1.(X氾 0.963** 0.783** 0.370 0.310 0.132

子どもの平日の速歩運動度数 0.243 0.264 0.175 0.543* 0.300 0.389 0.963** 1.000 0.848** 0.325 0.404 0.233

子どもの平日の高強度運動度数10.165 0.179 0.167 0.368 0.366 0.388 0.783** 0.848** 1.∝X) 0.196 0.392 0.292

子どもの休日の歩行運動度数 0.287 0.398 0.336 0.522 0.559* 0.545* 0.370 0.325 0.196 1.(X氾 0.705** 0.665**

子どもの休日の速歩運動度数 10.059 0.075 0.211 0.410 0.691** 0.334 0.310 0.404 0.392 0.705** 1.(X氾 0.㈱**

子どもの休日の高強度運動度数J.142 0.051 0.174 0.411 0.705** 0.367 0.132 0.233 0.292 0.665** 0.900** 1.(耕)

*:b<.05 **:b<.01

すかと関連があるといえる｡また,母親も子どももそれぞれ平日の運動強度と休日の運動強度

に相関が見られたことから (表6参照),平日からどのように体を動かしているかが休日の体

の動かし方にも影響してくることが示唆されたといえる｡

4.ま と め

本研究の結果から,家族構成や子どもの運動遊びの頻度は幼児の休日の身体活動に影響する

ことが明らかとなった｡また,母親の休日の体の動かし方と子どもの休日の体の動かし方にも

関連があることが明らかとなった｡以上から,子どもの身体活動は母親に影響を受けることが

推察され,特に母親の休日の身体活動を充実させることが,子どもの身体活動全般を充実させ

ることに繋がることが示唆された｡とはいえ,本研究では生活に密着したデータを収集するた

めに,被験者数が少数であり,あくまでもこのような傾向があることが確認されたにすぎない｡

また,調査協力者がいずれも母親であったため,父親の身体活動との関連については検討でき

ていない｡今後は,この点を踏まえさらに研究の蓄積を行う必要がある｡
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